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●主な内容
所得税・住民税
　申告書は自分で書いて提出はお早めに !…… 2・3
優秀な成績を収めた市内中学校の
　部活動を紹介します……………………………… 4

●常住人口　108,616（前月比＋52）男 53,414　女 55,202　●世帯数　43,672（前月比＋39） ［26.1.1現在］
（住民基本台帳人口　109,695［25.12.31現在］）

１
月
11
日
、
消
防
出
初
式
が
総

合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
消
防
業
務
の
発
展
に

功
績
の
あ
っ
た
人
や
、
消
防
団
員

と
し
て
模
範
と
な
る
活
動
を
行
っ

た
団
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
26
年

の
消
防
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章

第
３
分
団
団
員	

飯
田 

博

第
３
分
団
団
員	

鈴
木 

彰

精
勤
章

第
２
分
団
団
員	

皆
川 

利
一

第
２
分
団
団
員	

鈴
木 

健
司

第
６
分
団
分
団
長	

宇
賀 

茂

第
６
分
団
団
員	

明
石 

栄
一

第
７
分
団
班
長	

三
上 

涼
介

第
７
分
団
団
員	

松
山 

順
一

◆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

第
６
分
団
班
長	

石
井 

幸
夫

精
勤
章

第
１
分
団
団
員	

橋
本 

浩
和

第
５
分
団
団
員	
小
川 

和
秀

第
５
分
団
団
員	
小
山 
雅
弘

◆
東
葛
飾
支
部
長
表
彰

功
労
章

第
１
分
団
団
員	

後
関 

俊
一

第
５
分
団
団
員	

皆
川 

邦
勝　

精
勤
章

第
２
分
団
副
分
団
長	

鈴
木 

秀
利

第
２
分
団
班
長	

佐
藤 

信
弘

第
２
分
団
班
長	

鈴
木 

昌
和

第
５
分
団
班
長	

尾
形 

真
宏

第
７
分
団
団
員	

渋
谷 

将
重

◆
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

防
災
危
機
管
理
部
長
章

第
２
分
団
団
員	

鈴
木 

肇

第
６
分
団
班
長	

石
井 

幸
一

第
６
分
団
団
員	

髙
森 

明
彦

第
８
分
団
団
員	

首
藤 

茂

◆
鎌
ケ
谷
市
長
表
彰

功
績
章

第
２
分
団
分
団
長	

小
金 

健
太
郎

第
５
分
団
副
分
団
長	

及
川 

寛
正

第
５
分
団
団
員	

岩
井 

武
巳

第
６
分
団
団
員	

髙
森 

明
彦

第
７
分
団
団
員	

石
井 

秀
一

第
８
分
団
班
長	

若
林 

主
税

第
８
分
団
団
員	

首
藤 

茂

消
防
出
初
式

彰
表
を
ど
な
員
団
防
消

せ
わ
合
い
問

　

☎
課
防
警
部
本
防
消

444

５
３
２
３
・

◆
鎌
ケ
谷
市
消
防
団
長
表
彰

功
績
章

第
２
分
団
班
長	

佐
藤 

信
弘

第
２
分
団
班
長	

鈴
木 

昌
和

第
５
分
団
班
長	

尾
形 

真
宏

第
５
分
団
班
長	

山
口 

智
則

第
６
分
団
副
分
団
長	

石
原 

裕
介

第
６
分
団
団
員	

渋
谷 

昌
平

功
績
章
２
号

第
３
分
団
班
長	

大
野 

智
弘

第
３
分
団
班
長	

浅
海 

高
信

第
３
分
団
班
長	

大
石 

和
美

第
３
分
団
団
員	

飯
田 

朗
洋

第
３
分
団
団
員	

浅
海 

喜
康

第
３
分
団
団
員	

笠
川 

真
治

第
３
分
団
団
員	

飯
田 

展
久

第
３
分
団
団
員	

秋
元 

一
之

優
秀
分
団

第
３
分
団

（
第
32
回
東
葛
飾
支
部
消
防
操
法

　

大
会 

努
力
賞
）

◆
鎌
ケ
谷
市
長
感
謝
状

救
急
協
力
医
療
機
関

畑
医
院	

救
急
協
力
医
療
従
事
者

武
藤 

真
柄	

山
口 

久
美

４月から小・中学生に
なる子の入学通知書を郵
送しました。まだ届いて
いないご家庭や記載事項
に誤りのある場合は、学
校教育課までご連絡くだ
さい。

なお、国立、県立、私
立の小・中学校に入学す
る場合は、鎌ケ谷市教育
委員会が発行した入学通
知書と、入学する学校で
発行された入学許可証明
書（市町村教育委員会提
出用として発行されたも

の）または入学承諾書、
入 学 許 可 書 な ど を、 ２
月28日㈮までに学校教
育課あてに郵送（〒273-
0195）または、直接窓口（市
役所５階）に提出してく
ださい。
問い合わせ　学校教育課

（内） 448・470・471

入学通知書は
届きましたか

　北中沢コミュニティセ
ンターおよび北中沢児童
センターは、外壁・屋上
防水改修工事と空調設備
改修工事のため休館しま
す。
　ご理解・ご協力をお願
いします。
期間　２月13日㈭～６月

30日㈪
※印刷などの利用もでき

ません。

※７月１日㈫
以降の利用
予 約 は、 ５
月１日㈭か
ら電話で受
け付けます。
な お、 受 付
時間は午前10時～午後
５時です。
問い合わせ　北 中 沢 コ

ミュニティセンター☎
442・2011

北中沢コミュニティセンター・
児童センター改修工事に伴う休館

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
は
全
額
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
届
け

ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
温
か
い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
の
窓
口　

社
会
福
祉
課
（
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
）、

学
習
セ
ン
タ
ー
（
各
公
民
館
）

ほ
か

「
み
ん
な
で
節
電
」

引
き
続
き
ご
協
力
を
!

節
電
は
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
で
す
。
部
屋
の
照
明
は
小
ま
め

に
消
す
、
使
用
し
な
い
電
気
製
品

の
コ
ン
セ
ン
ト
は
抜
く
、
冷
蔵
庫

の
開
け
閉
め
は
短
く
少
な
く
す
る

な
ど
、
引
き
続
き
節
電
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
31
日
㈪
ま
で

義
援
金
の
受
け
付
け
状
況

（
１
月
15
日
現
在
）

　

３
千
916
万
６
千
659
円
（
676
件
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
（内） 	

704
・
705

市では、市や図書館の各ホームページのトップに、
バナー広告（有料）の枠を設けています。バナー広告
から広告主のホームページにリンクすることもできま
す。会社や商店、団体のPRに利用してみませんか。

掲載されるバナー広告は、トップページが表示され
るたびに順番が入れ替わる“ランダム方式”を採用し
ています。
掲載料（１枠・１カ月）　▶市＝15,000円　▶図書館＝

5,000円
掲載期間　１カ月を単位として、最長は27年３月31

日までの連続12カ月
掲載規格　60（縦）×150（横）ピクセル、４キロ

バイト以内、GIF形式
※アニメーションを使用しないこと。
掲載できないもの
▷市としての公共性、中立性および市の品位を損なう

恐れのあるもの
▷「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法

律」第２条に掲げる営業に該当するもの
▷政治活動、宗教活動、意見広告および個人の宣伝に

係るもの
▷公の秩序または善良の風俗に反する恐れのあるもの
▷そのほか広告として掲出することが妥当でないと市

長が認めるもの
申し込み・問い合わせ　２月28日㈮必着までに、必

要事項を記入した「広告掲出申込書」（各ホームペー
ジからダウンロード）と会社などの概要の分かる資
料（会社の定款、約款、登記簿謄本の写しなど）、
バナー画像を添付して、次の掲載希望の各係に郵送
または直接持参
▷市ホームページ（ URL http://www.city.kamagaya.

chiba.jp/）＝広報広聴室バナー広告係（〒273-
0195、市役所3階）（内）349
▷図書館ホームページ（URL http://www.library-kama 

gaya-chiba.jp/）＝図書館バナー広告係（〒273-
0124中央1-8-35）☎443・4946

※申し込み多数の場合は、抽選となります。
※詳しくは、各ホームページトップの「バナー広告募

集について」から「要綱」「取扱基準」をご覧ください。

市ホームページ・図書館ホームページ

４月からのバナー広告を募集
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所
得
税
・
住
民
税

　
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
提
出
は
お
早
め
に
!

確
定
申
告
受
付
相
談
期
間
＝
２
月
13
日
㈭
～
３
月
17
日
㈪
（
㈯
・
㈰
・
㈷
を
除
く
）

※
２
月
23
日
㈰
・
３
月
２
日
㈰
に
限
り
申
告
の
受
け
付
け
相
談
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▽
確
定
申
告
＝
松
戸
税
務
署
☎
047
・

363
・
１
１
７
１

▽
住
民
税
申
告
＝
課
税
課
（内） 

352
～
354

税
理
士
会
と
市
の
職
員
で
は
相

談
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
次
に
該
当
す
る
人
や
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
松
戸
税
務
署

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
・
建
物
や
株
式
な
ど
の
譲

渡
所
得
の
あ
る
人

▽
所
得
金
額
が
高
額
な
人

▽
相
談
内
容
が
複
雑
な
人

日
時
・
内
容　

左
表
の
と
お
り

※
相
談
者
多
数
の
場
合
は
、
受

付
時
間
を
早
め
に
締
め
切
り
ま

す
。
特
に
、
午
前
の
受
付
時
間

は
早
め
に
締
め
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
な
お
、
受
付
番
号
札
の
配

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
す
る
「
確
定
申
告
受
付
相
談
」

そ
の
ほ
か
の
確
定
申
告
書
作
成
会

場
布
は
、
正
午
～
午
後
１
時
も
行

い
ま
す
。

※
住
民
税
の
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。

内
容　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
・
贈
与
税
・
個
人
消
費

税
の
申
告

場
所　

ダ
イ
エ
ー
松
戸
西
口
店
６

階
※
松
戸
税
務
署
内
に
確
定
申
告
書

作
成
会
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間　

２
月
３
日
㈪
～
３
月
17
日

㈪
※
㈯
・
㈰
・
㈷
を
除
く
。
た
だ
し

２
月
23
日
㈰
と
３
月
２
日
㈰
は

開
設
し
ま
す
。

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
申
告
書
の
提
出
は
５
時
ま
で
。

▪
確
定
申
告
が
必
要
な
人

▽
事
業
所
得
な
ど
が
あ
り
、
所
得

金
額
の
合
計
額
か
ら
所
得
控
除

を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
に
基

づ
い
て
計
算
し
た
税
額
か
ら
配

当
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
て
残

額
が
あ
る
人

▽
給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万
円

を
超
え
る
人

▽
１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
て
、
給
与
所
得
お
よ

び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

▽
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

い
を
受
け
て
い
て
、
年
末
調
整

を
さ
れ
て
い
な
い
給
与
収
入
が

20
万
円
を
超
え
て
い
る
人

▪
還
付
申
告
の
で
き
る
人

▽
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
雑

損
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人

▽
年
の
途
中
で
退
職
し
再
び
就
職

し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人

▽
所
得
が
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

雑
所
得
の
み
で
、
医
療
費
控
除

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
▽
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
よ
り
住

宅
や
家
財
に
被
害
を
受
け
、
雑

損
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人 

な
ど

※
還
付
申
告
は
、
す
で
に
所
得
税

を
源
泉
徴
収
（
給
与
や
年
金
な

ど
の
支
給
の
際
に
所
得
税
を
天

引
き
）
さ
れ
て
い
る
人
な
ど
が

対
象
で
す
。

▪
確
定
申
告
用
紙
の
配
布

確
定
申
告
書
な
ど
の
用
紙
は
、

２
月
３
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま

で
、
次
の
施
設
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※
用
紙
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

配
布
施
設　

市
役
所
（
申
告
期
間

中
は
申
告
会
場
）、
ま
な
び
ぃ

プ
ラ
ザ
、
学
習
セ
ン
タ
ー
（
各

公
民
館
）、右
京
塚
連
絡
所
（
中

央
消
防
署
１
階
）

配
布
書
類　

確
定
申
告
書
Ａ
・
Ｂ
、

医
療
費
・
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
各
明
細
書
、事
業
所
得
・

不
動
産
所
得
の
各
収
支
内
訳
書

※
こ
れ
以
外
の
用
紙
で
も
市
役

所
に
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
課
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▪
住
民
税
（
市
民
税
・
県
民
税
）

の
申
告
が
必
要
な
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
。

①
26
年
１
月
１
日
現
在
、
鎌
ケ
谷

市
に
住
所
が
あ
る
人

②
26
年
１
月
１
日
現
在
、
鎌
ケ
谷

市
に
住
所
は
無
い
が
事
務
所
、

事
業
所
、
店
舗
を
有
し
て
い
る

人た
だ
し
、
次
の
場
合
は
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

▽
給
与
所
得
者
の
う
ち
、
給
与
以

外
の
所
得
が
ま
っ
た
く
無
い
人

で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
人
（
源
泉
徴
収
票
の
住
所

が
鎌
ケ
谷
市
に
無
い
人
や
提
出

状
況
が
不
明
な
人
は
、
勤
務
先

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
所
得
が
無
い
人
の
う
ち
、
同
一

世
帯
の
人
の
申
告
で
控
除
対
象

配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
な
っ
て

い
る
人

前
年
に
住
民
税
の
申
告
を
し
た

人
に
は
、
２
月
上
旬
ま
で
に
申
告

書
を
郵
送
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

場
合
ま
た
は
、
新
た
に
必
要
な
人

は
課
税
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
も
申
告
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
所
得
税
・
住
民
税
申
告
に
必
要

な
も
の

▽
収
入
金
額
の
分
か
る
も
の
＝
源

泉
徴
収
票
な
ど

▽
必
要
経
費
の
分
か
る
も
の
（
税

理
士
会
に
よ
る
相
談
で
必
要
）

※
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
人
は
事
前
に
集
計
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
控
除
額
の
分
か
る
も
の
＝
配
偶

者
の
所
得
の
分
か
る
も
の
、
生

命
保
険
・
地
震
保
険
な
ど
の
控

除
証
明
書
、国
民
健
康
保
険
料
・

介
護
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は

証
明
書
、
国
民
年
金
保
険
料
の

控
除
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収

書
と
保
険
な
ど
か
ら
の
補
て
ん

額
が
分
か
る
も
の
（
医
療
費
控

除
を
受
け
る
場
合
）

※
国
民
年
金
の
控
除
に
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書
が

必
要
で
す
。
証
明
書
の
発
行
な

ど
に
つ
い
て
は
、
控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・

０
７
０
・
１
１
７
（
Ｉ
Ｐ
電
話

は
☎
03
・
６
７
０
０
・
１
１
３

０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
受
付
日
時
は
、
３
月
14
日

㈮
ま
で
（
第
１
・
３
・
４
㈯
・

㈰
・
㈷
を
除
く
）
の
▽
㈪
（
㈷

の
場
合
は
㈫
）
＝
午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時　

▽
㈫
～
㈮
＝

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　

▽
第
２
㈯
＝
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
。
な
お
、
市
役

所
で
は
証
明
書
の
発
行
や
納
付

額
の
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
電
卓
な
ど

▽
申
告
者
名
義
の
預
金
口
座
番
号

　
（
還
付
を
受
け
る
場
合
）

▪
復
興
特
別
所
得
税
の
創
設

23
年
12
月
２
日
に
公
布
さ
れ
た

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
復
興
財
源
確
保
法
）」

に
よ
り
「
復
興
特
別
所
得
税
」
が

創
設
さ
れ
、
25
年
か
ら
49
年
ま
で

の
各
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
課

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
25
年
間
（
25
年
１
月
１
日
～
49

年
12
月
31
日
）
の
時
限
的
な
付

加
税
で
す

▽
納
税
義
務
者
・
源
泉
徴
収
義
務

者
は
、所
得
税
の
納
税
義
務
者
・

源
泉
徴
収
義
務
者
と
同
じ
と
さ

れ
ま
す

基
準
所
得
税
額

※
そ
の
年
分
の
所
得
税
で
外
国
税

額
控
除
の
適
用
が
あ
る
居
住
者

は
、
外
国
税
額
控
除
額
を
控
除

す
る
前
の
所
得
税
額
に
な
り
ま

す
。

復
興
所
得
税
額
の
計
算

　

基
準
所
得
税
額
×
2.1
％

※
そ
の
年
分
の
所
得
税
で
、
外
国

税
額
控
除
の
適
用
が
あ
る
居
住

者
の
う
ち
控
除
対
象
外
国
所
得

税
額
が
所
得
税
の
控
除
限
度
額

を
超
え
る
人
は
、
そ
の
超
え
る

金
額
を
そ
の
年
分
の
復
興
所
得

税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
年
分

の
復
興
特
別
所
得
税
額
の
う
ち

国
外
所
得
に
対
応
す
る
部
分
の

金
額
が
限
度
と
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告

25
年
か
ら
49
年
ま
で
の
各
年
分

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
所
得

税
と
復
興
特
別
所
得
税
を
合
わ
せ

て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
申
告
に
は
、
基
準
所

得
税
額
、
復
興
特
別
所
得
税
額
な

ど
の
一
定
の
事
項
を
合
わ
せ
て
記

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
住
民
税

東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
、
国

は
全
国
の
地
方
公
共
団
体
が
実
施

す
る
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
財
源
を
自
主
的
に
確

保
で
き
る
よ
う
、
地
方
税
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
、

26
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
の
10
年

間
、
個
人
住
民
税
（
均
等
割
）
の

税
率
が
、
年
額
１
千
円
引
き
上
げ

ら
れ
、年
額
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

▪
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

25
年
分
の
所
得
税
（
住
民
税
は

26
年
度
）
か
ら
、
給
与
収
入
金
額

が
１
千
500
万
円
を
超
え
る
場
合

の
給
与
所
得
控
除
額
に
つ
い
て
、

245
万
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す

（
左
表
参
照
）。

▪
生
命
保
険
料
控
除
制
度
の
改
正

24
年
１
月
１
日
以
降
に
締
結
し

た
生
命
保
険
料
契
約
（
新
契
約
）

に
つ
い
て
、
一
般
生
命
保
険
料
控

除
や
個
人
年
金
保
険
料
控
除
の
ほ

か
に
、
新
た
に
介
護
医
療
保
険
料

控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
控
除
限
度
額
は
４
万
円

（
住
民
税
は
２
万
８
千
円
）
で
、

控
除
限
度
額
の
合
計
は
12
万
円

（
住
民
税
は
７
万
円
）
に
な
り
ま

す
。

※
23
年
12
月
31
日
以
前
に
締
結
し

た
生
命
保
険
料
契
約（
旧
契
約
）

は
、
24
年
１
月
１
日
以
降
も
旧

契
約
が
適
用
に
な
り
控
除
額
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
般
生
命
保
険
料
控
除

と
個
人
年
金
保
険
料
控
除
に
つ
い

て
、
新
契
約
と
旧
契
約
の
双
方
を

契
約
し
て
い
る
人
が
、
新
旧
両
契

約
を
申
告
す
る
場
合
、
新
契
約
と

旧
契
約
の
合
計
額
が
申
告
額
に
な

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
控
除
限
度
額
は
４
万
円
（
住
民

税
は
２
万
８
千
円
）
で
、
控
除
限

度
額
の
合
計
は
12
万
円
（
住
民
税

主催 期間・受付時間 相談内容（対象者）

税
理
士
会

２月13日㈭～ 20日㈭
の午前９時30分～
11時30分と午後１
時～３時30分（㈯・
㈰を除く）

●前年の所得金額が300万円以下の人の所得税
および消費税

●年金受給者および給与所得者の所得税
●退職所得のある人
●扶養・社会保険料・医療費控除などの諸控除
※譲渡所得・住宅借入金等特別税額控除（初年

度のみ）・雑損控除などは受け付けできません。
※前年の確定申告書・収支内訳書（控）などを

持参してください。

市

職

員

２月21日㈮～３月17
日㈪の午前８時45
分～正午と午後１
時～４時（㈯・㈰を
除く）
※２月23日㈰、３月

２日㈰は、平日同
様に申告の受け付
け相談を行います。

●年金受給者や給与所得者の所得税
●扶養・社会保険料・医療費控除などの諸控除
※事業所得・譲渡所得・退職所得・消費税の申告、

住宅借入金等特別控除、雑損控除は受け付け
できません。

※２月23日、３月２日は、税理士２人を配置し、
前年の所得金額300万円以下の白色事業所得、
不動産所得、退職所得などの申告も受け付け
ます。

申
告
の
概
要

税
制
改
正
な
ど

区　　分 基準所得税額

居住者

非永住者以外の
居住者 全ての所得に対する所得税額

非永住者

国内源泉所得および国外源泉
所得のうち国内払いの者また
は国内に送金された者に対す
る所得税額

非居住者 国内源泉所得に対する所得税
額

給与等の収入金額 給与所得控除

360万円超～660万円以下 収入金額×20％＋54万円

660万円超～1,000万円以下 収入金額×10％＋120万円

1,000万円超 収入金額×5％＋170万円

給与等の収入金額 給与所得控除

360万円超～660万円以下 収入金額×20％＋54万円

660万円超～1,000万円以下 収入金額×10％＋120万円

1,000万円超～1,500万円以下 収入金額×5％＋170万円

1,500万円超 一律245万円

改
正
前

改
正
後

（　

３
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

←

給与所得控除の見直し
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振り込め詐欺に注意 !　「すぐにお金が必要だ」そんな電話があったら
振り込め詐欺相談専用ダイヤル ☎ 0120・494・506 に相談を !

今
月
は
児
童
手
当
の
支
払
月
で
す

２
月
期
の
児
童
手
当
は
２
月
10

日
㈪
に
支
払
い
予
定
で
す
。

児
童
手
当
支
払
通
知
書
は
25
年

10
月
期
分
か
ら
、３
期
分
（
10
月
、

２
月
、
６
月
）
を
ま
と
め
た
も
の

に
変
更
し
た
た
め
、
支
払
期
ご
と

の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
耐
震
工
事
中
の
た
め
利
用

を
休
止
し
て
い
る
福
太
郎
ア
リ
ー

ナ
は
、
４
月
か
ら
利
用
を
再
開
し

ま
す
。
予
約
受
付
開
始
日
な
ど
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

利
用
再
開　

４
月
１
日
㈫
か
ら

※
予
約
は
４
月
１
日
利
用
分
か
ら

受
け
付
け
ま
す
が
、
工
事
の
進

捗
状
況
に
よ
り
４
月
１
日
か
ら

利
用
が
再
開
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
予
約
の
際
は
、
ご

了
承
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

予
約
方
法
な
ど　

下
表
の
と
お
り

※
受
付
開
始
時
間
は
、
い
ず
れ
も

午
前
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
太
郎
ア
リ
ー
ナ

☎
444
・
８
５
８
５

支
払
額
に
つ
い
て
は
、
10
月
に

送
付
し
た
支
払
通
知
書
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
給
資
格
内
容
の
変
更

手
続
き
を
行
っ
た
場
合
は
、
別
途

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課
（内） 

770

予約方法・受付開始日
区　分 市内利用者 市外利用者

予約方法 窓口 まなびぃ
ネット 窓口 まなびぃ

ネット

予約受付
開始日

利用希望日の
２カ月前の

同日

窓口の受付
開始日の

翌日

利用希望日の
１カ月前の

同日

窓口の受付
開始日の

翌日

　市では、「ホウレンソウ」（１
月14日・16日 ） に つ い て、
農産物の放射性物質検査を実
施しました。結果は、放射性
セシウム134・137ともに「検出せず」でした。
「検出せず」とは
　�市の検査では、測定下限値未満の低レベ

ル領域の数値・濃度であることを示しま
す

※詳しくは、市のホームページ「市内農産
物の放射性物質の分析結果について」を
ご覧ください。

問い合わせ　農業振興課（内）243・259

検 査 結 果 は 安 全
市内農産物の放射性物質検査福

太
郎
ア
リ
ー
ナ
利
用
再
開

は
７
万
円
）
に
な
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
の
際
、
申
告
書
Ａ
の

第
２
表
「
支
払
っ
た
保
険
料
の

計
」
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
住
民
税
で
納
税
者
に
有
利

な
控
除
計
算
を
す
る
た
め
に
必

要
で
す
。

▪
『
医
療
費
控
除
』
に
つ
い
て

納
税
者
が
自
分
や
自
分
と
生
計

を
同
じ
く
す
る
親
族
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
場
合
、
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
を
所
得
か
ら
控
除

で
き
ま
す
。

計
算
式　
（
１
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
）
―
（
保
険
金
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
（
①
②
））

―
（
10
万
円
ま
た
は
、
所
得
金

額
の
５
％
の
ど
ち
ら
か
少
な
い

額
）
＝
医
療
費
控
除
額
（
最
高

200
万
円
）

①
＝
社
会
保
険
な
ど
か
ら
支
給
を

受
け
る
高
額
療
養
費
・
家
族
療

養
費
・
出
産
育
児
一
時
金
な
ど

②
＝
医
療
費
の
補
て
ん
を
目
的
と

し
て
支
払
い
を
受
け
る
損
害
賠

償
金
や
生
命
保
険
契
約
な
ど
の

医
療
保
険
金
、
入
院
給
付
金
な

ど
控
除
対
象
と
な
る
医
療
費

▽
医
師
や
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療

代
、
治
療
費

▽
治
療
の
た
め
の
医
薬
品
の
購
入

費
▽
出
産
費
、
入
院
費

▽
通
院
費
（
バ
ス
代
、
電
車
賃
な

ど
）

▽
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
寝
た

き
り
の
人
の
お
む
つ
代
（
医
師

の
証
明
が
必
要
。
当
控
除
が
２

年
目
以
降
の
場
合
は
「
お
む
つ

使
用
確
認
書
」
で
も
可
）

※
「
お
む
つ
使
用
確
認
書
」
は
、

高
齢
者
支
援
課
（内） 

720
～
722
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

▽
医
師
な
ど
に
対
す
る
謝
礼

▽
親
族
に
支
払
っ
た
療
養
上
の
世

話
の
費
用

▽
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費
用

▽
通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の
ガ

ソ
リ
ン
代
・
駐
車
料
金

▽
出
産
の
た
め
実
家
に
帰
る
交
通

費
▽
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
の

た
め
の
医
薬
品
や
健
康
食
品
の

購
入
費

▽
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必

要
と
し
な
い
近
視
、
遠
視
な
ど

の
眼
鏡
や
補
聴
器
の
購
入
費
な

ど
医
療
費
控
除
の
必
要
書
類

▽
医
療
費
の
領
収
書

▽
補
て
ん
金
が
あ
る
場
合
は
、
健

康
保
険
や
生
命
保
険
な
ど
か
ら

の
補
て
ん
金
額
が
分
か
る
も
の

▽
源
泉
徴
収
票 

な
ど

▪
『
ね
た
き
り
高
齢
者
等
の
障
害

者
控
除
』
に
つ
い
て

65
歳
以
上
で
、障
が
い
者
に「
準

ず
る
」
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

所
得
税
や
住
民
税
の
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

６
カ
月
以
上
寝
た
き
り

か
、
認
知
症
重
度
状
態
が
継
続

し
て
い
る
高
齢
者

手
続
き　

高
齢
者
支
援
課
に
申

請
、
訪
問
調
査
の
上
、
認
定
証

を
発
行

※
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課

（内） 

720
～
722
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▪
公
的
年
金
所
得
者
の
確
定
申
告

手
続
き
の
簡
素
化

23
年
分
の
申
告
か
ら
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
金
額
が
400
万
円
以

下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
の

提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

注
１
＝
こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
注
２
＝
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不

要
と
な
る
人
で
も
、
国
民
健
康

保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
医
療

費
控
除
な
ど
の
諸
控
除
が
あ
る

場
合
は
住
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す

▪
公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税

の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

26
年
４
月
１
日
時
点
で
65
歳
以

上
に
な
る
、
老
齢
基
礎
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
26
年
度
よ
り
、
年
金
か
ら
の

天
引
き
が
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
年
金
か
ら
住
民
税

が
天
引
き
に
な
っ
て
い
る
人
は
今

年
も
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

納
付
方
法

▽
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

【
例
】
初
年
度
年
税
額
が
６
万
円
、

２
年
目
５
万
１
千
円
の
場
合

①
年
金
か
ら
の
徴
収
が
始
ま
る
最

初
の
年
の
住
民
税
の
納
付
方
法

新　契　約 旧　契　約
年間の払込保険料など 控　除　額 年間の払込保険料など 控　除　額

20,000円以下
（住　12,000円以下） 払込保険料の全額 25,000円以下

（住　15,000円以下） 払込保険料の全額

～ 40,000円以下
（住　～ 32,000円以下）

払込保険料×1/2+10,000円
（住　払込保険料×1/2+6,000円）

～ 50,000円以下
（住　～ 40,000円以下）

払込保険料×1/2+12,500円
（住　払込保険料×1/2+7,500円）

～ 80,000円以下
（住　～ 56,000円以下）

払込保険料×1/4+20,000円
（住　払込保険料×1/4+14,000円）

～ 100,000円以下
（住　～ 70,000円以下）

払込保険料×1/4+25,000円
（住　払込保険料×1/4+17,500円）

80,000円超
（住　56,001円超）

一律　40,000円
（住　一律　28,000円）

100,000円超
（住　70,000円超）

一律　50,000円
（住　一律　35,000円）

控除額の計算方法　（住＝住民税） （　

２
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

←

方
法

納付書での納付
（普通徴収）

年金からの天引き
（特別徴収）

今までと同じ納付方法 ３・４期分にあたる部分
月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
税
額15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円

　 年 税 額 の 半 分 を
１・２期に納付書で
納付となります。

　年税額の半分が10・12・２
月の年金支給月に３回に分けて
天引きされます。

方
法

年金からの天引き（特別徴収）
住民税仮徴収 住民税本徴収

月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
税
額 10,000円 10,000円 10,000円 7,000円 7,000円 7,000円

　前年度の住民税の２月と同額が４・６・
８月の各年金から天引きされます。
　仮徴収額が年税額を超える場合は還付
となります。また６月の仮徴収までに年
税額を越えた場合は８月分は仮徴収され
ません。

　年税額から４・６・８月に納付され
た税額を引いた残りの額が、10・12・
２月の各年金から天引きされます。
　仮徴収の段階で年税額を超えた場合
は還付となり、天引きは無くなります。

②
年
金
か
ら
の
徴
収
の
２
年
目
以

降
の
納
付
方
法

市
役
所『
税
金
申
告
Ｑ
＆
Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
』開
設

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
☎
０
８
０
０
・

８
０
０
０
・
６
８
７　

　
「
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
こ
と
」

「
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
」
な
ど
、
簡
単
な
内
容
に
つ
い

て
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。

案
内
内
容　

申
告
の
期
間
・
受
付

時
間
・
場
所
、
市
役
所
で
受
け

付
け
の
で
き
る
申
告
内
容
、
松

戸
税
務
署
の
案
内
、
申
告
の
際

の
注
意
点 

な
ど

期
間　

２
月
３
日
㈪
～
３
月
31
日

㈪
※
県
内
の
み
使
用
可
能
で
、
携
帯

電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
含
む
）
か
ら

も
利
用
で
き
ま
す
。

※
市
役
所
へ
の
電
話
に
よ
る
問
い

合
わ
せ
は
、
今
ま
で
ど
お
り
課

税
課
（内） 
352
～
354
へ
。

天
引
き
が
中
止
と
な
る
場
合

次
に
該
当
す
る
人
は
年
度
の
途

中
で
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
中
止

と
な
り
ま
す
。

▽
当
該
年
度
の
途
中
で
、
税
額
の

変
更
・
更
正
が
あ
っ
た
場
合

▽
年
金
受
給
者
が
他
市
へ
転
出
ま

た
は
、
死
亡
し
た
場
合

▽
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
の

天
引
き
で
は
な
く
な
っ
た
場
合 

な
ど

公
的
年
金
以
外
に
所
得
の
あ
る
人

に
つ
い
て

公
的
年
金
以
外
に
給
与
や
個
人

年
金
、
営
業
な
ど
の
所
得
の
あ
る

人
は
、
年
金
以
外
の
所
得
に
対
す

る
住
民
税
は
納
付
書
、
も
し
く
は

給
与
か
ら
の
天
引
き
に
な
り
ま

す
。

四市複合事務
組合議会

第１回定例会

26年
日
時　

２
月
19
日
㈬
午
後
２
時
か

ら
場
所　

船
橋
市
役
所
内

内
容　

26
年
度
四
市
複
合
事
務
組

合
予
算
の
審
議
ほ
か

※
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
組
合

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

四
市
複
合
事
務
組

合
事
務
局
☎
436
・
２
７
７
２

四
市
複
合
事
務
組
合
は
、
船

橋
、
習
志
野
、
八
千
代
お
よ
び

鎌
ケ
谷
市
で
構
成
す
る
特
別
地

方
公
共
団
体
で
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
三
山
園
と
馬
込
斎
場

の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
ゆ
ず
り
ま
す

▽
編
み
機
（
ブ
ラ
ザ
ー
製
。
電

動
・
手
動
切
り
替
え
可
）
と

手
織
り
機
（
ク
ロ
バ
ー
製
）、

い
ず
れ
も
新
品
同
様
を
取

り
に
来
ら
れ
る
人
に
無
料

で
。
連
絡
は
、
午
後
７
時
以

降
に

　
﹁
田
口
☎
444
・
３
５
０
５
﹂

※
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

２
月
１
日
㈯
午
前
９
時
か

ら
。

※
品
物
の
交
渉
は
当
事
者
間

で
行
い
、
交
渉
が
成
立
し

た
ら
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課

（内） 

236
へ
。
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多
年
に
わ
た
る
防
犯
活
動
を
た
た
え
て

小
茂
田 
茂
さ
ん
が
藍
綬
褒
章
を

受
章鎌

ケ
谷
市
防
犯
協
会
副
会
長
の

小
茂
田 

茂
さ
ん
が
、
多
年
に
わ

た
る
防
犯
活
動
へ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
25
年
秋
の
褒
章
に
お
い
て

藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
市

役
所
で
行
わ
れ
た
報
告
会
で
小
茂

防
犯
功
労
者
表
彰
で
髙
橋 

寛
さ

ん
と
小
澤 

佐
知
子
さ
ん
が
受
章

多
年
に
わ
た
り
地
域
安
全
活
動

千葉県総合体育大会
バレーボール 優勝 五中 男子バレーボール部

◦関東大会出場
卓球 第５位 三中 女子卓球部

千葉県中学校新人体育大会

バレーボール 優勝 鎌中 男子バレーボール部
バスケットボール 準優勝 五中 女子バスケットボール部

卓球
優勝 三中 女子卓球部

◦関東・全国大会出場（3月開催）

第３位 三中 男子卓球部
◦関東大会出場（3月開催）

千葉県中学校バレーボール選手権 準優勝 五中 男子バレーボール部

千葉県中学校女子駅伝大会
第４位 四中 駅伝部

◦関東大会出場

第８位 二中 駅伝部

東葛飾地方中学校駅伝競走大会 第４位 四中 駅伝部

東関東吹奏楽コンクール 銅賞 五中 吹奏楽部（県代表）

全日本ギターコンクール

合奏部門
（学校の部）

最優秀賞 二中 ギター部
金賞 五中 ギター部

重奏部門
金賞・銀賞 二中 ギター部

銅賞 五中 ギター部

全日本中学校
ギターフェスティバル

合奏部門
最優秀賞 二中 ギター部

特別金賞 五中 ギター部

重奏部門
特別金賞 五中 ギター部

金賞・銀賞 二中 ギター部

東関東マーチングコンテスト Ｂ部門 銅賞 二中 吹奏楽部（県代表）

優秀な成績を収めた市内中学校の
部活動を紹介します 問い合わせ　学校教育課（内）476

新京成線連続立体交差事業に伴う
北初富駅付近の仮線への切り替え工事について

新京成線連続立体交差事業による北初富
駅付近の仮線工事が進み、２月22日㈯に線
路切り替え工事を実施します。大規模な切
り替え工事となりますので、深夜早朝の区
間運休による代行輸送を行います。

この仮線への切り替えに伴い、北初富駅
が下図のとおり移転します。また、移転に
伴い北初富駅および新鎌ケ谷駅の列車時刻

が一部変更になります。
代行輸送など、詳しくは新京成電鉄の

ホームページ（ URLhttp://www.shinkeisei.
co.jp/)または、北初富駅に掲示するポス
ターなどをご覧ください。

また、悪天候などにより工事が中止となっ
た場合は、３月１日㈯に延期となります。

ご理解・ご協力をお願いします。

問い合わせ
▶県柏土木事務所 高

架事業推進課☎04・ 
7167・1218

▶新京成電鉄㈱　鉄
道事業本部連立工
事部☎047・389・
9985

▶市道路河川整備課
（内）419

非
常
勤
職
員

業
務　

児
童
の
保
育
補
助

応
募
資
格　

明
る
く
、
健
康
で
子

ど
も
の
健
全
育
成
に
熱
意
の
あ

る
人

勤
務
日　

㈪
～
㈯
の
指
定
さ
れ
た

日
勤
務
時
間

①
保
育
士
資
格
あ
り
＝
原
則
と
し

て
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
②
保
育
士
資
格
な
し
＝
午
前
７

時
～
８
時
30
分
と
午
後
４
時
15

分
～
７
時

賃
金

①
＝
時
給
１
千
120
円

②
＝
時
給
950
円

※
い
ず
れ
も
交
通
費
支
給
。

常
勤
臨
時
職
員

業
務　

児
童
の
保
育

応
募
資
格　

保
育
資
格
を
有
す
る

人
勤
務
日　

㈪
～
㈯
の
指
定
さ
れ
た

日
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
、
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

賃
金　

月
給
19
万
800
円
（
交
通
費

支
給
）

通
園
・
通
学
の
前
後
や
保
護
者

の
外
出
時
な
ど
に
自
宅
で
子
ど
も

を
預
か
る
提
供
会
員
に
な
っ
て
、

地
域
の
子
育
て
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。基

礎
研
修
、
子
育
て
サ
ロ
ン
で

の
実
習
、
自
宅
訪
問
の
終
了
後
に

会
員
登
録
と
な
り
ま
す
。

報
酬
基
準
額　

１
時
間
当
た
り
700

円
基
礎
研
修　

２
月
18
日
㈫
午
前
９

26
年
度 

公
立
保
育
園
非
常
勤
職
員
・
常
勤
臨
時
職
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
募
集

時
30
分
～
10
時
30
分

※
基
礎
研
修
終
了
後
に
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
を
行
い
ま
す

（
受
講
は
任
意
）。

会
場　

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

３
階 

調
理
室

保
育　

５
人
ま
で
。
１
歳
10
カ
月

以
上
。
保
険
料
な
ど
200
円

申
し
込
み　

２
月
７
日
㈮
ま
で
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
子
育
て
総
合
相
談
室

内
）
（内） 

759
へ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
鎌
ケ
谷
高
等
学
校
図
書
委
員
会

か
ら
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の
児
童

の
た
め
に
絵
本
な
ど
８
冊
を

（
企
画
財
政
課
）

○
鎌
ケ
谷
市
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

協
会
か
ら
福
祉
活
動
の
た
め
に

１
万
６
千
451
円
を

○
鎌
ケ
谷
手
工
芸
連
盟
か
ら
福
祉

活
動
の
た
め
に
１
万
１
千
640
円

を
○
ベ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ス
ク
エ
ア
ー
ズ

か
ら
福
祉
活
動
の
た
め
に
５
千

円
を

○
南
初
富
連
合
自
治
会
か
ら
友
愛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
に
８
万

円
を

○
茂
野
製
麺
株
式
会
社
か
ら
友
愛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
に
年
越

し
そ
ば
100
食
を

○
有
限
会
社
ウ
ィ
ズ
か
ら
福
祉
活

動
の
た
め
に
１
万
円
を

○
株
式
会
社
ヤ
マ
シ
ナ
商
事
か
ら

福
祉
活
動
の
た
め
に
７
万
円
を

○
ニ
ッ
ポ
ー
株
式
会
社
か
ら
福
祉

活
動
の
た
め
に
ク
リ
ス
マ
ス
用

菓
子
400
個
を

�

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

※
社
会
保
険
完
備
。
年
次
有
給
休

暇
・
特
別
休
暇
あ
り
。

共
通
事
項

勤
務
場
所　

▽
道
野
辺
保
育
園

　

▽
南
初
富
保
育
園　

▽
粟
野
保

育
園　

▽
鎌
ケ
谷
保
育
園

申
し
込
み　

こ
ど
も
課
（
総
合
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
に
写

真
を
貼
っ
た
履
歴
書
と
資
格
証

明
書
（
有
資
格
者
の
み
。
写
し

可
）
を
持
参

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課
（内） 

714

に
従
事
し
安
全
で
安
心
な
街
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
を
た
た

え
、
鎌
ケ
谷
市
防
犯
協
会
副
会
長

の
髙
橋 

寛
さ
ん
が
防
犯
栄
誉
銅

賞
（
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
）
を
、

鎌
ケ
谷
市
防
犯
協
会
防
犯
女
性
部

部
長
の
小
澤 

佐
知
子
さ
ん
が
特

別
功
労
者
（
関
東
防
犯
協
会
連
絡

協
議
会
）
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
ま

し
た
。

市
役
所
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
で

は
、
鎌
ケ
谷
市
防
犯
協
会
会
長
で

あ
る
市
長
か
ら
日
ご
ろ
の
活
動
へ

の
感
謝
と
今
後
の
活
躍
へ
の
期
待

の
言
葉
が
添
え
ら
れ
、両
氏
も「
今

後
も
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ　

安
全
対
策
課
（内） 	

257

田
さ
ん
は
、「
こ
の
受
章
を
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の

協
力
の
も
と
防
犯
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
新
た
な
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

生産緑地地区の
一部を変更しました

　１月17日に生産緑地地区の一部を変更し
ました。
　この変更に係る図書は、都市計画課（市
役所４階）で閲覧できます。
問い合わせ　都市計画課（内）446

小茂田さん

小澤さん（左）・髙橋さん
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労災職業病なんでも相談会（予 約 不 要）

弁護士、労働安全衛生管
理者、ソーシャルワーカー
が無料で相談に応じます。
日時・会場
▷�２月22日＝千葉市中央コ
ミュニティセンター６階 

▷�３月29日＝船橋市勤労市
民センター
　�いずれも㈯の午後１時～
４時
問�い合わせ　千葉中央法律
事務所☎043・225・4567

郷土資料館
春の自然観察会

　市の南部に位置する中沢の谷地川地区は自然の宝庫で
す。早春の野鳥を中心に観察しながら、身近な自然の息
吹を感じてみませんか。
日�時　３月２日㈰午前９時15分中沢自治会館集合～正午
（小雨決行）
定員　30人（申込先着順）
費用　50円（保険代）
講�師　都市鳥研究会会員の唐沢 孝一さん
申�し込み　郷土資料館☎445・1030へ
※�歩きやすい服装・靴でお越しください。

の付いたきれいなもの
（中身は必ず使い切って水ですすぐなどしてくだ
さい）

➡
プラスチック製容器包装類
（ピンク色の指定袋に入れてください）
※�レジ袋などに入れてから指定袋に入れる「二
重袋」にはせず、直接指定袋に入れてください。

の付いていないプラスチック製品 ➡
燃やさないごみ
（指定袋以外で中身の見える袋（透明または半
透明のレジ袋など）に入れてください）

が付いているが汚れが落ちないもの ➡ 燃やすごみ
（白い指定袋に入れてください）

正しい分別してますか？
プラスチック製容器包装類

ごみの
分　別

プラスチック製容器包装類とは？
　�中身を使ってしまうとその容器包装が不
要になってしまうもの。 マークが付い
ているものが対象
市では、プラスチック製容器包装類を「ご

み」とはせずに「リサイクル」することを
皆さんにお願いしています。
皆さんのご協力により、24年度は高品

質（汚れていない・決められたもの以外混
ざっていない）だったため、引き取り業者

に有償で引き取られました。しかし25年
度は、品質が低下してしまったため無償で
の引き取りとなってしまいました。
今後、さらに品質が低下してしまうと、

高額な処理費を負担しなければなりませ
ん。このような事態にならないように、さ
らなるご協力をお願いします。
分別の仕方など不明な点は、クリーン推

進課にお問い合わせください。
問�い合わせ　クリーン推進課（内）235・236

かまがやまなびぃ大学あんしん学部 消防セミナー

まちを守る地域の団結力～深めよう互いの絆
『災害による被害は、普段か
ら「自分で・家族で・ご近所と
力を合わせて」の事前対策』を
テーマにした講演です。
日�時　２月24日㈪午後１時30
分～３時
会場　まなびぃプラザ 研修室１
※�駐車場が少ないため、車での
来場はご遠慮ください。
定員　70人（申込先着順）
講�師　（公財）市民防災研究所 
理事・特別研究員の池上 三

喜子さん
保�育　５人まで。１歳10カ月以
上の未就学児。保険代など
200円（事前徴収）。要申込
申�し込み　２月３日㈪～ 14日
㈮に消防本部予防課に電話
（☎444・3273）または、住
所・氏名（ふりがな）・電話
番号を記入してファクス（ FAX
445・1224）で
※�さわやかまなびぃ 100対象事
業です。

江戸時代に牧士（もくし）
をつとめた三橋家に伝わっ
た貴重な古文書から分かる
小金牧の歴史について解説
します。�
日�時・内容　▶２月15日＝
「野馬の先祖は名馬生食
（いけずき）～小金牧の
歴史～」  ▶２月22日＝
「牧場と野馬の暮らし～
野馬の一生と小金牧の様
子～」 ▶３月１日＝「牧
場ではたらく人々～小金

牧の管理～」 ▶３月８
日＝「小金牧歳時記～様々
なできごと～」
�いずれも㈯の午後１時30
分～３時30分（全４回）
会場　中央公民館 学習室１
定員　60人（申込先着順）
講�師　鎌ケ谷市史編さん事
業団近・現代部会長の天
下井 恵さん
申�し込み　郷土資料館☎
445・1030へ

鎌ケ谷市史研究講座
「三橋家文書」でみた小金牧

日ごろ公民館で活動しているサークル、
ボランティア団体や小・中学校の皆さんが、
地域の皆さんと過ごす楽しいイベントです。
日�時　２月８日㈯・９日㈰の午前10時～午
後４時（９日は３時まで）
会場　中央公民館
内容
▶�ふれあい広場・ふれあい模擬店＝焼きそ
ば・綿あめ・ポップコーン・くじ引き・
ゲームなど、おいしいものや楽しいこと
がいっぱい
▶�展示と体験のコーナー＝絵画・写真・手
芸など日ごろの力作を展示。また、けん玉
などの昔の遊び、脳のトレーニングなど

にチャレンジ
▶�発 表 の コ ー
ナー（視聴覚
ホール）＝各
種ダンス・踊
りや太鼓・楽器演奏・詩吟・コーラス・
大型紙芝居など盛りだくさん
▶�中央地区社協コーナー・ふれあい喫茶（８
日のみ）＝コーヒー・ジュース、花の苗、
手作り品などの販売
※�当日、駐車場は駐輪場として使用するた
め、車での来館はご遠慮ください。
問い合わせ　中央公民館☎445・2012

中央公民館ふれあいまつり
～であい・ふれあい・たすけあい～

35年間ありがとう 三橋記念館

木造住宅の無料耐震相談
市では、千葉県建築士会鎌ケ谷支部から

相談員派遣の協力を受け、木造住宅の耐震
相談を次のとおり実施します。
内�容　平面図などを基に簡易耐震診断およ
び相談
対�象建築物　市内で昭和56年5月31日以前
に木造在来工法・枠組み壁工法により建
築された専用住宅（２階建て以下）または、
併用住宅（居住部分が２分の１以上のも
の）
日�時　２月22日㈯午前10時～午後３時
※�所要時間は、１件当たり40分程度です。

会場　東部学習センター
定�員　20人（申込先着順）
持�ち物　住宅の平面図を必ず持参
申�し込み　２月12日㈬必着までに、往復は
がきに住所・氏名・電話番号と往信（オ
モテ）に必ず「耐震診断希望」と記入して、
千葉県建築士会鎌ケ谷支部耐震事務局㈱
竹江設計事務所（〒273 ｰ 0134西佐津間
1 ｰ 18 ｰ 1）あてに
問�い合わせ　千葉県建築士会鎌ケ谷支部耐
震事務局☎445・4064

生ごみ処理容器などの購入について補助金制度があります
市では生ごみの減量のため、生ごみ処理

容器などの購入に対して補助金制度を設け
ています。生ごみ処理容器で処理した生ご
みは、肥料として家庭菜園などで再利用す
ることができます。
対象　市民が１年以内に購入したもの

補助金制度の利用方法

指定店で購入する場合
補助金制度を利用することを伝えると、

補助分を差し引いた金額で購入できます。
後日、購入者に代わり指定店が市に補助金
を申請します。
※�購入時に住所を証明できるものと印鑑が
必要です。
指定店
▷㈲鎌ケ谷電化センター
▷㈲高橋電気商会
▷㈲青山デンキプラザ
▷㈱東興
▷ケーヨーデイツー串崎店

▷ケーヨーデイツー鎌ケ谷店
▷イオンリテール㈱イオン鎌ケ谷店
▷とうかつ中央農業協同組合鎌ケ谷支店
一般取扱店で購入する場合
購入後に購入者がクリーン推進課（市役

所１階）に申請します。
※�申請時に領収書、レシート、印鑑、住所
を証明できるもの、購入した商品の品番
が分かるもの（カタログなど）、振込口
座が分かるものが必要です。

補助金額

生ごみ処理容器などの本体価格に対して
補助します。
▶�生ごみ処理容器・ＥＭぼかし容器＝購入
価格の２分の１（限度額4,000円）
※１世帯当たり、２年間で２基以内。
▶�生ごみ減量化機器＝購入価格の３分の１
（限度額20,000円）
※１世帯当たり、３年間で１基以内
問�い合わせ　クリーン推進課（内）235・236

精神障がい者や知的障が
い者の就労、後見人などに
ついての相談に、専門の相
談員が応じます。
一人で悩まずに、気軽に
お電話ください。
内容・日時
①�精神障がい関係＝２月12
日㈬午前９時30分から
②�知的障がい関係＝２月25
日㈫午前９時から

会�場　いずれも総合福祉保
健センター４階 音声パソ
コン室
予約・問い合わせ
①�＝サポートネット鎌ケ谷
☎443・9850（㈯・㈰・㈷
を除く午前９時30分～午
後４時30分）
②�＝障害者支援施設もくせ
い園☎443・3408（午前
９時～午後５時）

精神・知的障がい相談（要 予 約）
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掲�載のきまり　

△

営利、宗教、政治を目的とするものは掲載できません　

△

会員募集の掲載は、原則として年１回です　

△

市内公共施設を会場とするも
のは直接、各公共施設へお問い合わせください。不明な場合は、秘書広報課 広報広聴室（内）349へお問い合わせください　

△

締め切り日は発行日の
１カ月半前です

催 し
◆うたごえ喫茶（鎌ケ谷ニューボーイズ）
　参加者が各国民謡や日本の唱歌などを一緒に
歌います。 ２月16日㈰午後２時～４時 中央
公民館 60人（当日先着順） 500円 石関博
康☎442・4353
◆�ヤナギー フォークソングの世界（アコース
ティック研究会）
　フォークソングのコンサート。 ２月２日㈰
午後１時30分～３時15分（１時開場） 中央

公民館 60人（当日先着順） 成瀬 宏☎080・
1280・9293
◆�フォークダンス無料初心者講習会（みなみ
フォークダンス）
　 市内在住の成人 ４月の毎週㈮午後１時～
３時（全４回） 南部公民館 10人程度（申
込先着順） 午後６時～８時に、河内☎444・
9139
◆�絵筆の会＆ちょっとスケッチの会 合同作品展
（絵筆の会・ちょっとスケッチの会）
　水彩画の絵画展。 ２月10日㈪～ 16日㈰の

午前10時～午後５時（10日は１時から、16日
は３時まで） 中央公民館 中山 厚☎445・
5762
◆�第17回陶芸専攻科作品展（県生涯大学校東葛
飾学園江戸川台校舎陶芸専攻科）
　 ２月５日㈬～８日㈯午前10時～午後８時
（５日は１時から、８日は６時まで） 柏市民
ギャラリー（柏高島屋Ｓ館８階） 猪狩輝子☎
492・8232

＝対象　 ＝日時　 ＝会場　 ＝定員　 ＝費用　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ

千葉県の最低賃金が改正されました
件　名 改正時間額 発効日

県　最　低　賃　金 777円 25.10.18

県
特
定
最
低
賃
金

調味料製造業 827円 25.12.25
鉄鋼業 867円 25.12.25
はん用機械器具、生産用機械器具製造業 843円 25.12.25
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 846円 25.12.25

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械
器具・理化学機械器具製造業、医療用機械器具・
医療用品製造業、光学機械器具・レンズ製造業、
時計・同部分品製造業、眼鏡製造業

829円 25.12.25

各種商品小売業 807円 25.12.25
自動車（新車）小売業 838円 25.12.25

※�詳細はお問い合わせください。
問�い合わせ　千葉労働局労働基準部賃金室☎043・221・2328

空間放射線量の測定結果について
23年６月当初から25年11月までに実施した空間放射線量の測定結果の推
移についてお知らせします。
結果は下表（単位＝マイクロシーベルト／時）のとおりで、23年６月当初
の空間放射線量に比べ減衰し、国の長期的な目標である追加被ばく線量１ミ
リシーベルト／年以下（0.23マイクロシーベルト／時未満）を下回っています。
※これまでの測定結果は、市のホームページからご覧になれます。
問い合わせ　放射線対策室（内）269

「雨水浸透ます」の設置をお願いします
市では市街化が進み、地下に浸透
せずに川へ一気に流れ込む雨水の
量が多くなってきています。
その結果、川はあふれやすくなり、
床上・床下浸水や道路冠水などの被
害がたびたび発生しています。
その一方で、水源となる地下水や
湧き水の量は減少し、川の水が汚く
なる原因の一つとなっています。ま
た、都市部が高温になるヒートアイ
ランド化にも影響していると考えら
れています。
こうした現象を防ぐためには、屋
根に集まった雨水を地中に染み込ま
せる「雨水浸透ます」の設置が有効
ですので、新築・増改築をする際や、
既存の住宅においても設置をお願い
します。
市ではこれまでに約6,200個の設
置にご協力いただきました。市の
ホームページでも「雨水浸透ます」
の案内をしていますので、併せてご
覧ください。
雨水浸透ますを設置すると…
▷�雨水を地下に浸透させ水害を軽減
させます

▷�地下水を補給して、地盤沈下を防
ぎます
▷湧き水の枯渇を防ぎます
▷�河川にきれいな水が増え、水環境
が改善します
▷�ヒートアイランド化を防止します
雨水浸透ますの効果を維持するため
には
年に数回点検し、ますの中に入っ
た落ち葉などのごみを掃除しましょ
う。
設置に当たっての注意
急な傾斜地や地下水位が高い所
など「雨水浸透ます」を設置するの
に不適切な場所は避けてください
問�い合わせ　道路河川整備課（内）
421・422

測定地点
23年6月 24年6月 25年10・11月

1m 50cm 1m 50cm 1m 50cm

鎌ケ谷小学校 0.17 0.18 0.12 0.13 0.11 0.11 

東部小学校 0.18 0.18 0.12 0.12 0.09 0.09 

南部小学校 0.18 0.20 0.14 0.14 0.10 0.10 

北部小学校 0.22 0.22 0.12 0.13 0.12 0.14 

西部小学校 0.20 0.21 0.11 0.12 0.09 0.10 

中部小学校 0.18 0.19 0.10 0.11 0.09 0.10 

初富小学校 0.16 0.16 0.13 0.15 0.09 0.11 

道野辺小学校 0.14 0.14 0.10 0.10 0.08 0.09 

五本松小学校 0.15 0.16 0.10 0.11 0.09 0.10 

鎌ケ谷中学校 0.18 0.19 0.11 0.11 0.09 0.09 

測定地点
23年6月 24年6月 25年10・11月

1m 50cm 1m 50cm 1m 50cm

第二中学校 0.15 0.16 0.07 0.08 0.09 0.10 

第三中学校 0.21 0.20 0.13 0.14 0.13 0.13 

第四中学校 0.17 0.17 0.11 0.12 0.08 0.09 

第五中学校 0.19 0.19 0.11 0.12 0.11 0.12 

道野辺保育園 0.17 0.20 0.09 0.09 0.09 0.09 

南初富保育園 0.15 0.16 0.09 0.10 0.08 0.08 

粟野保育園 0.19 0.20 0.12 0.12 0.09 0.10 

鎌ケ谷保育園 0.09 0.09 0.07 0.07 0.07 0.06 

南児童センター 0.14 0.16 0.12 0.12 0.08 0.09 

こども発達センター 0.20 0.21 0.16 0.17 0.10 0.12 

測定値について
▷�23・24年度の測定値は、敷地内中央の1箇所（代表点）で測定した値です
▷�25年度の測定値は、敷地内の複数点で測定した値の平均です

この講座はWindows ７・office2010を使用します
　パソコンをこれから始めようと思っている人や、まだ使い方がよく分
からないという人のために、５種類の講座を開催します（下表参照）。

各　講　座　共　通

応募要件 市内在住・在勤で20歳以上の人
会　　 場 まなびぃプラザ３階 研修室２
時　　 間 午後１時30分～４時30分
定　　 員 26人（多数抽選）
参 加 費 1,000円（テキスト代など）

第10期
まなびぃプラザ

申�し込み　２月10日㈪必着までに、往復はがきに下図のとおりに記入して、
まなびぃプラザ「パソコン講座」係
（〒273-0101富岡2-6-1）あてに。返
信用の普通はがきを持参して、まなびぃ
プラザの窓口でも申し込みできます
※�講座は全て２日間の日程で、２日目の
みを受けることはできません。なお、
１度お支払いいただいた参加費は返金
できません。
※�申し込みは第２希望まで選べます。
※�今まで受講した人も応募できます。
※�決定通知は、２月24日㈪までに送付し
ます。
※�駐車場の台数が限られているため、公
共交通機関をご利用ください。
主�催　まなびぃパソコン普及会・市教育
委員会
問�い合わせ　まなびぃプラザ☎446・
1111
※�さわやかまなびぃ 100対象事業です。

ま
な
び
ぃ
プ
ラ
ザ

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」係

①�住所（市内在勤の
場合は勤務先も記
入）

②氏名(ふりがな)
③電話番号
④講座の申込記号
　（第２希望まで）

講　座　名 申込記号 日　程 応　募　条　件

初めてのパソコンを楽しもう! Ａ 	3/	10㈪・	11	㈫ これから始めようと
いう人

インターネットを楽しもう! Ｂ 	3/	12㈬・	13	㈭
簡単な文字入力、マ
ウス操作ができる人

文章づくりをしてみよう! Ｃ 	3/	17㈪・	18	㈫
表作成・計算をしてみよう! Ｄ 	3/	 3㈪・	 4	㈫
楽しく写真加工をやってみよう! Ｅ 	3/	 5㈬・	 6	㈭
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更年期を笑顔で
乗り切るために

　いつまでも生き生きと生活するために、
自分の体のことをもっと知ってみませんか？
日時　３月３日㈪午後２時～３時45分（１時30分から受け付け）
会場　総合福祉保健センター３階
定員　30人（申込先着順）
講師　向日葵ホームクリニック院長・東京女子医科大学八千代医療

センター女性科 医師の中村 明澄さん
保育　５人まで。未就学児。保険代など実費負担あり（事前徴収）。

２月13日㈭までに要申込
申し込み　健康増進課（内）732へ

女性のための健康講座
自殺予防ゲートキーパー養成研修会
ゲートキーパーとは、悩んでいる

人に気づき、声をかけ、話を聞いて、
必要な支援につなげ、見守る人のこ
とです。ゲートキーパーについて学
び、まずは声をかけることからはじ
めてみませんか。
対象　市民
日時　２月27日㈭午後１時30分～

３時30分
会場　総合福祉保健センター３階 

デイケア室
定員　60人（申込先着順）

内容・講師　 ▼ゲートキーパーとは
＝習志野健康福祉センター 上席
精神保健福祉相談員の五月女 純
子さん　 ▼ゲートキーパーの心構
え＝NPO法人千葉精神保健福祉
ネット理事長の近藤 昭子さん

保育　５人まで。未就学児。保険代
など自己負担あり。２月10日㈪
までに要申込

申し込み　健康増進課（内）732へ

◆�

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
や
っ

て
み
よ
う

　

市
内
在
住
の
人
。
２
月
９
日

㈰
午
前
10
時
～
正
午
（
９
時
30

分
か
ら
市
役
所
前
で
受
け
付

け
）。
定
員
20
人
（
申
込
先
着

順
）。
保
険
代
30
円
（
当
日
持

参
）。
動
き
や
す
い
服
装
で
、
運

動
靴
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
用
の
ポ
ー

ル
（
貸
し
出
し
あ
り
）・
飲
み

物
な
ど
を
持
参
。
鎌
ケ
谷
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
主

催
。
申
し
込
み
は
、
７
日
㈮
ま
で

に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（内） 

489
へ
。

◆�

東
初
富
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
「
第
五
中
学
校
ギ
タ
ー
部
」

　

午
後
の
ひ
と
時
を
、
美
し
い
音

色
に
耳
を
傾
け
、
ゆ
っ
た
り
と
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。
対
象
は
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。
２
月

15
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
（
１
時
30

分
開
場
）、
東
初
富
公
民
館
で
。

定
員
120
人
（
申
込
先
着
順
）。
申

し
込
み
は
、
東
初
富
公
民
館
☎

446
・
５
５
５
５
へ
。

※
さ
わ
や
か
ま
な
び
ぃ
100
対
象
事

　

業
で
す
。

◆�

「
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」
に
遊
び

に
お
い
で
!
パ
ー
ト
３

　
﹁
良
い
お
も
ち
ゃ
﹂
っ
て
ど
ん

な
お
も
ち
ゃ
？
東
京
お
も
ち
ゃ
美

術
館
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ

が
や
っ
て
き
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
に

と
て
も
詳
し
い
、
資
格
を
持
っ
た

お
も
ち
ゃ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も

い
ま
す
。
対
象
は
乳
幼
児
と
保
護

者
。
２
月
14
日
㈮
午
前
10
時
～
11

時
30
分
、
粟
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同

セ
ン
タ
ー
☎
441
・
７
０
６
６
へ
。

◆�

マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ッ
キ

ン
グ 

「
切
り
干
し
大
根
の
お
好

み
焼
き
・
ご
へ
い
も
ち
」（
保

育
付
き
）

　

簡
単
で
、
お
い
し
い
軽
食
作
り

の
会
で
す
。
対
象
は
21
年
４
月
２

日
～
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
。
２
月
19
日

㈬
午
前
10
時
～
正
午
、
粟
野
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
。
定
員

16
人
、
保
育
16
人
ま
で
（
い
ず
れ

も
申
込
先
着
順
）。
参
加
費
200
円

（
材
料
費
。申
込
後
の
返
金
不
可
）。

申
し
込
み
は
、
参
加
費
を
持
参
し

て
粟
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
。問
い
合
わ
せ
は
、同
セ
ン
タ
ー

☎
441
・
７
０
６
６
へ
。

◆�

中
沢
野
鳥
観
察
会
～
囃
子
水
に

育
ま
れ
る
生
き
物
た
ち
～

　

囃
子
水
か
ら
中
沢
川
を
下
っ

て
、
野
鳥
や
そ
の
住
み
か
・
食
べ

物
と
な
る
植
物
、
昆
虫
を
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓
迎
。

２
月
16
日
㈰
午
前
９
時
30
分
囃
子

水
公
園
七
面
堂
前
集
合
～
正
午
市

民
の
森
解
散
（
荒
天
時
は
23
日

㈰
）。定
員
15
人
。参
加
費
50
円（
保

険
代
）。
講
師
は
、
囃
子
水
の
自

然
を
育
て
る
会
の
皆
さ
ん
。
動
き

や
す
い
服
装
で
、
筆
記
用
具
・
双

眼
鏡
（
お
持
ち
の
場
合
）
を
持
参
。

申
し
込
み
は
、
環
境
課

（内） 

254
へ
。

◆�

２
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
。
▼
さ
く

ら
ん
ぼ
ぐ
み
（
０
～
２
歳
く
ら

い
）
＝
２
月
12
日
・
26
日
い
ず
れ

も
㈬
の
①
午
前
11
時
～
11
時
15
分

（
10
時
45
分
～
10
時
55
分
受
け
付

け
）　

②
11
時
15
分
～
11
時
30
分

（
11
時
～
11
時
10
分
受
け
付
け
）。

定
員
各
10
組
（
当
日
先
着
順
）　

▼
ひ
ま
わ
り
ぐ
み
（
小
学
校
低
学

年
以
下
）
＝
２
日
㈰
午
前
11
時
～

11
時
30
分
。い
ず
れ
も
図
書
館
で
。

問
い
合
わ
せ
は
、
図
書
館
☎
443
・

４
９
４
６
へ
。

◆�

小
学
生
の
た
め
の
お
は
な
し
会

　
﹁
お
は
な
し
の
つ
ば
さ
﹂
に
よ

る
世
界
の
民
話
や
日
本
の
む
か
し

話
の
素
語
り
。
２
月
８
日
㈯
午

後
３
時
か
ら
、
図
書
館
で
。
問

い
合
わ
せ
は
、
図
書
館
☎
443
・

４
９
４
６
へ
。

◆�

映
画
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
お
く

り
も
の
」
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
付
き

上
映
会

　

２
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
、
東
部
学
習
セ
ン
タ
ー

で
。
定
員
40
人
（
申
込
先
着
順
）。

申
し
込
み
は
、
１
日
㈯
午
前
10
時

か
ら
図
書
館
☎
443
・
４
９
４
６
へ
。

◆�

児
童
展
示
「
科
学
絵
本
を
見
て

み
よ
う
」

　

自
然
の
不
思
議
さ
や
面
白
さ
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
や
好
奇

心
を
か
き
た
て
る
よ
う
な
科
学
絵

本
を
紹
介
し
ま
す
。
２
月
16
日
㈰

ま
で
、
図
書
館
で
。
問
い
合
わ
せ

は
、
図
書
館
☎
443
・
４
９
４
６
へ
。

◆
中
学
生
に
よ
る
美
術
作
品
展

　

市
内
中
学
校
の
生
徒
が
授
業
で

制
作
し
た
平
面
・
立
体
作
品
の
展

示
。
２
月
２
日
㈰
～
15
日
㈯
、
ま

な
び
ぃ
プ
ラ
ザ
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
問
い
合
わ
せ
は
、
熊
谷
久
美

子
☎
444
・
０
４
５
６
へ
。

◆�

外
国
家
庭
料
理
講
習
会
（
鎌
ケ

谷
市
国
際
交
流
協
会
）

　

南
米
・
ペ
ル
ー
料
理
の
調
理

実
習
と
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
音

楽
を
聴
き
な
が
ら
の
会
食
形
式

の
パ
ー
テ
ィ
ー
。
対
象
は
市
民
。

２
月
16
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

３
時
、
東
初
富
公
民
館
で
。
定

員
は
▼
調
理
・
パ
ー
テ
ィ
ー
＝

24
人　

▼
パ
ー
テ
ィ
ー
の
み
＝

16
人
（
申
込
先
着
順
）
。
費

用
は　

▼
非
会
員
＝
１
千
500

円　

▼
会
員
＝
１
千
円
（
当
日

持
参
）。
申
し
込
み
は
、
12
日
㈬

ま
で
の
平
日
（
㈫
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
に
、
鎌
ケ
谷
市

国
際
交
流
協
会
に
電
話
（

（内） 

550
）

ま
た
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
は
が
き
（
〒
273-

０
１
９
５
）
か
Ｅ
メ
ー
ル
（
死

kifa@
apricot.ocn.ne.jp

）で
。

◆�

合
唱
講
習
会
（
鎌
ケ
谷
市
合
唱

連
盟
）

　

合
唱
団
を
指
導
す
る
長
尾
譲
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
の
発
声
方
法

な
ど
の
講
習
会
と
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
。
中
学
生
以
上
の
人
。
２

月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
（
１
時
開
場
）、
東
部
学
習

セ
ン
タ
ー
で
。
定
員
200
人
（
当
日

先
着
順
）。
問
い
合
わ
せ
は
、
赤

田
恵
☎
090
・
６
７
１
９
・
０
１
２
５

へ
。

◆�

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
４
（
鎌
ケ
谷
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
）

　

ワ
ー
グ
ナ
ー
﹁
マ
イ
ス
タ
ー
ジ

ン
ガ
ー 

前
奏
曲
﹂、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
﹁
花
の
ワ
ル
ツ
﹂
な
ど
の

名
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
市
内
在
住

お
よ
び
近
隣
に
住
む
人
。
２
月
11

日
㈫
午
後
１
時
30
分
か
ら
と
、
３

時
30
分
か
ら
、
東
部
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
定
員
各
200
人
（
当
日
先

着
順
）。
市
教
育
委
員
会
後
援
。

問
い
合
わ
せ
は
、
清
水
暉
允
☎

090
・
９
６
４
５
・
３
７
９
４
へ
。

◆�

建
国
記
念
の
日
奉
祝
鎌
ケ
谷
式

典
・
奉
祝
パ
レ
ー
ド
（
建
国
記

念
の
日
奉
祝
委
員
会
・
日
本
会

議
千
葉
鎌
ケ
谷
支
部
）

　

２
月
11
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

１
時
、
イ
オ
ン
鎌
ケ
谷
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
市
役
所
側
広
場

（
駐
輪
場
）
で
。
市
・
市
教
育
委

員
会
後
援
（
式
典
を
除
く
）。
問

い
合
わ
せ
は
、
阿
部
敏
夫
☎
446
・

０
４
０
６
へ
。

◆�

「
原
爆
の
画
」
の
展
示
（
鎌
ケ

谷
市
原
爆
被
爆
者
折
鶴
会
）

　

世
界
平
和
と
、
原
爆
の
惨
事
が

繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
願
い
を
込

め
た
展
示
。
２
月
15
日
㈯
ま
で
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
東
部
学

習
セ
ン
タ
ー
で
。
市
後
援
。
問

い
合
わ
せ
は
、
小
中
武
志
☎
443
・

９
６
８
４
へ
。

◆�

つ
く
し
特
別
支
援
学
校
高
等
部

合
同
販
売
会
「
つ
く
し
マ
ー

ケ
ッ
ト
」（
県
立
つ
く
し
特
別

支
援
学
校
）

　

県
立
つ
く
し
特
別
支
援
学
校
高

等
部
の
生
徒
に
よ
る
作
業
製
品
の

販
売
。
農
耕
・
園
芸
・
縫
製
・
紙

工
・
木
工
・
焼
き
物
・
染
物
班
の

作
業
製
品
、
せ
っ
け
ん
な
ど
。
２

月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
の
午
前
10
時

25
分
～
午
後
３
時
、
市
役
所
１
階 

市
民
ホ
ー
ル
お
よ
び
、
プ
ラ
ー
レ

松
戸
（
新
京
成
線
松
戸
駅
東
口
か

ら
徒
歩
２
分
）
で
。
問
い
合
わ
せ

は
、同
校
☎
047
・
385
・
１
６
３
２
へ
。

◆
朝
市
組
合 

み
そ
作
り
体
験

　

消
費
者
と
生
産
者
の
交
流
を
深

め
る
た
め
、
み
そ
作
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
地

元
伝
承
の
手
作
り
み
そ
の
仕
込
み

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
２
月

23
日
㈰
午
前
10
時
ま
た
は
午
後
１

時
か
ら
（
時
間
は
申
込
者
に
後
日

連
絡
）、
Ｊ
Ａ
と
う
か
つ
中
央 

鎌

ケ
谷
支
店
で
。材
料
費
５
千
円（
仕

込
み
樽
な
ど
）。
エ
プ
ロ
ン
・
ゴ

ム
手
袋
な
ど
を
持
参
。
定
員
50
人

（
申
込
先
着
順
）。
申
し
込
み
は
、

14
日
㈮
ま
で
に
同
支
店
朝
市
組
合

事
務
局
☎
443
・
４
０
１
０
へ
。

　最近、違法ドラッグを使用した人に深刻な健康被
害が生じ、死亡や重体に至る事件が各地で起きてい
ます。
　違法ドラッグは、乾燥植物片、粉末、液体などの
形状をしており、店舗やインターネットサイトで、

「合法ハーブ」「アロマ」｢お香｣「バスソルト」｢フ
レグランスパウダー｣ などと、あたかも『安全』な
もののように偽って販売されています。
　これらの製品には、麻薬などの成分と非常に似た
物質が混ぜられたものもあり、摂取すると意識障害・
嘔吐（おうと）・けいれん・呼吸困難など、有害な
作用を起こすことがあります。
　違法ドラッグは大変危険です。絶対に使用しない
でください!!

 薬物の相談機関

▽ �県薬務課☎043・223・2620

▽ �県精神保健福祉センター☎043・263・3893また
は、最寄りの健康福祉センター（保健所）

▽ �県警ヤング・テレホン☎フリーダイヤル0120・
783・497

▽最寄りの警察署
問�い合わせ　 県 薬 務 課 に 電 話（ ☎043・223・

2620）、ファクス（ FAX043・227・5393）または、
ホ ー ム ペ ー ジ（ URLhttp://www.pref.chiba.
lg.jp/yakumu/yakubutsu/ihoudoraggu/
chuui.html）で

違法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）は
「ダメ。 ゼッタイ。」!!

千葉県薬物乱用防止広報強化月間（２月１日～28日）
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再生紙を使用しています下総基地の米軍機使用絶対反対

▪夜間・休日の急病診療
　テレホンガイド　☎445・2300
▪火災の問い合わせ　☎445・5251
▪２月の有価物回収日程

初小＝３ 日㈪　南小＝６日㈭　道小＝10日㈪
中小＝12日㈬　鎌小＝14日㈮　北小＝17日㈪
五小＝19日㈬　東小＝24日㈪　西小＝27日㈭
問い合わせ　クリーン推進課（内）235・236
▪２月の主な施設の休み
●図書館＝毎週㈪・28日㈮
●体育施設（トレーニングセンターを除く）＝

19日㈬
●郷土資料館＝毎週㈪・11日㈫
●社会福祉センター＝毎週㈫・12日㈬

２

●１件当たりの相談時間は各相談によって異なります。詳しくは、お問い合わせください　　　●㈷を除きます

相談名 日　　　時 場所・問い合わせ

法 律 相 談
（弁護士在室）

４日㈫・14日㈮・18日㈫・25日㈫
13時～16時（３日予約開始） ㊟

市 役 所・ 市 民
活動推進課（内）
206・207

㊟�

３
日
㈪
の
８
時
30
分
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

登記・不動産
相談

17日㈪13時～15時（３日予約開
始） ㊟

行 政 相 談 12日㈬10時～12時（要予約）

交通事故相談 21日㈮10時～15時（要予約）

住宅増改築
修 繕 相 談 17日㈪13時～16時（要予約）

行政書士相談 27日㈭13時～16時（要予約）

人権擁護相談 13日㈭13時～15時（要予約）

市役所ほか・市
民活動推進課
男女共同参画室

（内）344
女性のための
相談

５日㈬・12日㈬・19日㈬・26日㈬
10時～12時と13時～15時

（要予約）
※�相談場所は、予約時にお知らせ

します。

相談名 日　　　　　時 場所・問い合わせ

酒 害 相 談
16日㈰12時～16時、中央公民館
20日㈭17時～21時、まなびぃプラザ
25日㈫17時～21時、中央公民館

鎌ケ谷断酒新生会
（飯沼方）☎443・2557

職 業 紹 介 毎週㈪～㈮10時～12時と
13時～16時

市役所・わーくプラザ
鎌ケ谷（無料職業紹介
所）（内）544

消費生活相談
（電話相談あり）

毎週㈪～㈮10時～12時と
13時～16時（要予約）

市役所・消費生活セン
ター（内）289

家庭児童相談 毎週㈪～㈮9時30分～16時
家庭児童相談室（総合
福祉保健センター２
階）（内）712

教 育 相 談 毎週㈪～㈮９時～16時
ふれあい談話室（まな
びぃプラザ２階）
☎445・4953

心配ごと相談 毎週㈬10時～14時 社会福祉協議会（総合
福祉保健センター５
階）☎444・6921心 の 相 談 毎週㈪・㈮９時30分～15時

（電話相談可・要予約）

就 学 相 談 毎週㈪～㈮９時～17時
（要予約）

市役所・学校教育課（内）
476・408

◆�

郷
土
資
料
館
イ
ベ
ン
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　

郷
土
資
料
館
主
催
の
講
座
・
教

室
や
、
市
内
小
・
中
学
校
へ
の
出

前
授
業
な
ど
の
事
前
準
備
や
当
日

の
補
助
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。
対
象
は
、
市
内
在

住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人
。
募

集
期
間
は
２
月
28
日
㈮
ま
で
。
定

員
10
人
程
度
。
申
し
込
み
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
﹁
施
設

案
内
﹂
↓
﹁
郷
土
資
料
館
﹂
↓

﹁
郷
土
資
料
館
の
ペ
ー
ジ
﹂
ま
た

は
、
郷
土
資
料
館
窓
口
で
配
布
す

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
、
郷

土
資
料
館
あ
て
に
フ
ァ
ク
ス
（
FAX

443
・
４
５
０
２
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（
死

kyodo@
city.kam

agaya.
chiba.jp

）ま
た
は
直
接
持
参
で
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
館
☎
445
・
１

０
３
０
へ
。

◆�

26
年
度
（
４
月
～
27
年
３
月
）

ま
な
び
ぃ
プ
ラ
ザ
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
示

　

日
ご
ろ
の
団
体
活
動
の
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
展
示
期

間
は
、１
団
体
に
つ
き
14
日
間（
毎

月
２
日
～
15
日
ま
た
は
、
17
日
～

月
末
。
た
だ
し
市
が
展
示
す
る
期

間
を
除
く
）。
な
お
、
宗
教
、
政

治
、
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
、

公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
は
展
示

で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は
、
ま

な
び
ぃ
プ
ラ
ザ
窓
口
で
随
時
受
け

付
け
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
プ
ラ

ザ
☎
446
・
１
１
１
１
へ
。

◆�

26
年
度
県
生
涯
大
学
校
入
学
生

（
２
次
）

　

県
内
在
住
の
昭
和
34
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
の
人
。
募
集
学

部
は
地
域
活
動
学
部
、
造
形
学

部
園
芸
コ
ー
ス
。
募
集
期
間
は

２
月
10
日
㈪
～
28
日
㈮
。
願
書

は
、
高
齢
者
支
援
課
（
総
合
福
祉

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）、
生
涯
大

学
校
各
学
園
窓
口
ま
た
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
URLhttp://w

w
w

.
pref.chiba.lg.jp/koufuku/
jinzai/shougaidaigaku/

）

な
ど
で
配
布
。
郵
送
希
望
の
場
合

は
、
返
信
用
封
筒
（
角
２
）
に
返

信
あ
て
先
を
記
入
し
、
140
円
切
手

を
貼
付
し
て
、
県
生
涯
大
学
校
事

務
局
（
〒
260-

０
８
０
１
千
葉
市

中
央
区
仁
戸
名
町
666-

２
）
あ
て

に
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
局

☎
043
・
266
・
４
７
０
５
へ
。

◆
陸
・
海
・
空
自
衛
官

　

①
予
備
自
衛
官
補（
一
般
公
募
・

技
能
公
募
）　

②
幹
部
候
補
生（
一

般
（
大
卒
・
院
卒
）、
飛
行
（
大

卒
・
院
卒
）、
歯
科
、
薬
剤
）。
試

験
日
は
、
①
＝
４
月
11
日
㈮
か
ら

15
日
㈫
ま
で
の
間
で
実
施　

②
＝

５
月
10
日
㈯
（
１
次
試
験
。
な
お
、

飛
行
要
員
の
み
11
日
㈰
に
も
実
施
）。

受
け
付
け
は
、
①
＝
４
月
２
日
㈬
ま
で

②
＝
４
月
25
日
㈮
ま
で
。
受
験
資

格
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込

み
は
、
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
☎

04
・
７
１
６
３
・
６
８
８
４
へ
。

◆�

介
護
者
教
室

　

清
拭
（
せ
い
し
き
）
介
助
の
方

法
、
手
浴
・
足
浴
の
実
習
を
行
い

ま
す
。
対
象
は
、
市
内
在
住
・
在

勤
の
人
（
介
護
し
て
い
な
い
人
も

歓
迎
）。２
月
21
日
㈮
午
後
３
時
～

４
時
30
分
、
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
で
。
定
員
20
人
（
申
込
先
着

順
）。
申
し
込
み
は
、
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
441
・
２
０

０
７
ま
た
は
、
高
齢
者
支
援
課

（内） 

720
へ
。

◆�

創
作
教
室
《
ザ
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
》
～
お
ひ
な
さ
ま
か
ざ
り
を

つ
く
ろ
う
!
～

　

小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者

同
伴
）。
２
月
15
日
㈯
午
後
１
時

30
分
か
ら
（
１
時
15
分
か
ら
受
け

付
け
）、図
書
館
で
。定
員
35
人（
当

日
先
着
順
）。
講
師
は
、
日
本
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
太
田
充
子
さ
ん
。
問

い
合
わ
せ
は
、
図
書
館
☎
443
・
４

９
４
６
へ
。

◆�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
「
ふ

す
ま
・
障
子
・
網
戸
張
り
」
技

能
講
習
会
お
よ
び
会
員
募
集

　

市
内
在
住
の
60
～
65
歳
の
人

で
、
ふ
す
ま
な
ど
の
張
り
替
え
に

興
味
が
あ
り
、
就
業
意
欲
が
あ
る

人
。
３
月
17
日
㈪
・
18
日
㈫
の
午

前
９
時
～
午
後
３
時
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
。
定
員
15
人

（
多
数
抽
選
）。
申
し
込
み
は
、
２

月
３
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
。
な
お
、
会
員
も
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
☎
443
・
４
１

４
５
へ
。

◆�

成
年
後
見
制
度
研
修
会

　

お
笑
い
芸
人
と
の
掛
け
合
い
な

ど
を
通
し
て
、
お
も
し
ろ
お
か

し
く
成
年
後
見
制
度
の
概
要
や

成
年
後
見
人
の
職
務
を
学
び
ま

す
。
対
象
は
県
民
お
よ
び
福
祉
関

係
者
。
３
月
１
日
㈯
午
後
１
時
20

分
～
４
時
５
分
、
千
葉
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
JR
千
葉
駅
か
ら
徒

歩
８
分
）
で
。
定
員
300
人
（
申
込

先
着
順
）。
資
料
代
500
円
。
申
込

書
は
、
千
葉
県
社
会
福
祉
士
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
URLhttp://

www.cswchiba.com/

）
ま
た

は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
５
階
）
窓
口

な
ど
で
配
布
。
申
し
込
み
は
、
２

月
20
日
㈭
必
着
ま
で
に
千
葉
県
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
て
に
フ
ァ

ク
ス
（
FAX
043
・
204
・
６
０
１
３
）

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
死smile@

chibakenshakyo.com

）で（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
連
絡
し
ま

す
）。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン

タ
ー
☎
043
・
204
・
６
０
１
２
へ
。

◆�

26
年
度
鎌
ケ
谷
市
少
年
野
球
連

盟
チ
ー
ム
登
録

　

２
月
28
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に

登
録
用
紙
（
３
部
）
に
記
入
し
て
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
市
役
所
５

階
）
で
。
登
録
料
１
チ
ー
ム
２
万

円
（
各
自
、
鎌
ケ
谷
市
少
年
野
球

連
盟
常
任
理
事
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
）。
登
録
用
紙
の
請
求
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
は
、
同
課

（内） 

489
へ
。

◆�

愛
知
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
震
災
孤
児
遺
児
応
援
金

　

対
象
は
、
次
の
２
つ
の
条
件
を

満
た
す
人
。
①
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
直
接
的
、
間
接
的
な
理
由

で
両
親
（
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら

か
）、
ま
た
は
保
護
者
を
亡
く
さ

れ
た　

②
26
年
３
月
31
日
現
在
で

18
歳
以
下
（
定
時
制
の
高
校
生
は

19
歳
以
下
）。
支
給
金
額
は
６
・

７
万
円
（
応
援
金
の
金
額
に
よ
り

変
動
）。
な
お
、
ほ
か
の
奨
学
金

と
重
複
し
て
受
給
で
き
ま
す
。
申

し
込
み
は
、
３
月
31
日
㈪
消
印
有

効
ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
URLhttp://w

w
w

.
aichiborasen.org/

）
で
配
布

す
る
申
請
用
紙
に
記
入
し
て
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
被
災
者
応
援 

愛
知
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
〒
456-

０
０
０
６
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田

区
沢
下
町
８-
４
）
あ
て
に
。
問

い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
☎

090
・
６
５
９
０
・
３
１
１
７
へ
。

パ

パ

マ

マ

教

室

　

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
初
め
て
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
な
る
人（
第

２
子
以
降
は
要
相
談
）。
２
月
22

日
㈯
午
前
９
時
～
９
時
15
分
受
け

付
け
、
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

３
階
で
。
申
し
込
み
は
、
12
日
㈬

ま
で
に
健
康
増
進
課
（内） 

735
へ
。

個

別

栄

養

相

談

（
必
ず
申
し
込
み
を
）

　

食
生
活
全
般
（
離
乳
食
・
子
ど

も
の
肥
満
・
糖
尿
病
の
食
事
・
ダ

イ
エ
ッ
ト
な
ど
）
の
相
談
に
栄
養

士
が
応
じ
ま
す
。
２
月
14
日
㈮
・

19
日
㈬
の
午
前
９
時
～
正
午
と
、

25
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時
、
い
ず

れ
も
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
３

階
で
。
申
し
込
み
は
、
健
康
増
進

課
（内） 

733
へ
。

健
康
づ
く
り
料
理
教

室
「
鶏
肉
と
野
菜
の

甘
辛
合
わ
せ
な
ど
」

　

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
料
理

の
実
習
と
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ

い
て
。
２
月
26
日
㈬
午
前
10
時
～

午
後
２
時
、
総
合
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
３
階
で
。
定
員
30
人
。
参
加

費
400
円
。
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
布
巾
・
味
噌
汁
50
㏄
（
塩

分
濃
度
測
定
を
希
望
の
場
合
）
を

持
参
。
申
し
込
み
は
、
健
康
増
進

課
（内） 

733
へ
。

※�

さ
わ
や
か
ま
な
び
ぃ
100
対
象
事

業
で
す
。

献

血

　

16
歳
以
上
69
歳
ま
で
の
健
康
な

人
（
65
歳
以
上
の
人
は
、
60
～
64

歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
）
で
、

体
重
が
男
子
は
45
キ
ロ
以
上
、
女

子
は
40
キ
ロ
以
上
の
人
。
２
月
27

日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
１
時
と
２

時
15
分
～
４
時
、
市
役
所
で
。
鎌

ケ
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
鎌
ケ

谷
市
赤
十
字
奉
仕
団
協
力
。
本
人

が
確
認
で
き
る
証
明
書
（
運
転
免

許
証
・
各
種
保
険
証
・
社
員
証
・

学
生
証
な
ど
）と
献
血
カ
ー
ド（
お

持
ち
の
場
合
）
を
持
参
。
問
い
合

わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
（内） 

730
へ
。

相談・検査名 日　　　時 会　場 内容（担当課）

精神保健福祉相談
（要予約）
☎475・5152

13日㈭午前9時30分から
鎌
ケ
谷
市
総

合
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー

　精神疾患や心の健康につい
て、精神科医が相談に応じます。

（地域保健課）

ピアサポート相談
（要予約）
☎475・5152

18日㈫午前9時15分から
習
志
野
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
習
志
野
保
健
所
）

　精神疾患による不安や悩みご
とについて、精神障がいを経験
した当事者が相談に応じます。

（地域保健課）

HIV抗体検査（エイ
ズ）、梅毒・クラミ
ジア検査、B型・C
型肝炎検査
（要予約）
※�HIV抗体検査は1
週間前から先着
順で予約を受け
付けます。
☎475・5154

昼 

間

◦�６日、３月６日いずれ
も㈭の午前９時～10時

◦20日㈭午後１時～２時
※�HIV抗体検査の結果の

み 即 日 お 知 ら せ し ま
す。

　保健所ではＨＩＶ抗体検査を
実施しています。ＨＩＶ抗体検
査と同時に梅毒・クラミジア、
Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査も受ける
ことができます。
　また、Ｂ型・Ｃ型肝炎の検査
のみでも受けることができます。
　なお、日時の変更や中止とな
る場合がありますので、お問い
合わせください。

（疾病対策課)

夜 

間
６日、３月６日いずれも
㈭の午後5時30分～７時

習志野健康福祉センター　（２月の各種相談・検査）から


	広報かまがや2月1日号p1-4_確認用
	広報かまがや2月1日号p5-6_確認用
	広報かまがや2月1日号p7-8_確認用

